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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースバンドデジタル信号の位相及び利得の不整合を推定する方法であって、
　前記ベースバンドデジタル信号のセグメントの周波数値の尤度に応じて重み係数を決定
する段階（１０）と、
　前記重み係数を使用して前記セグメントの位相及び利得の不整合を決定する段階（２０
）と、
を含む方法。
【請求項２】
　前記重み係数を決定する段階（１０）が、
　　前記セグメントの周波数スペクトル値の尤度値を推定する段階と、
　　前記尤度値に応じて、重み係数である適応フィルタ係数を決定する段階と、
を含み、
　前記位相及び利得の不整合を決定する段階（２０）が、
　　前記適応フィルタ係数で前記セグメントをフィルタ処理する段階と、
　　前記フィルタ処理されたセグメントの位相及び利得の不整合を推定する段階と、
を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記重み係数を決定する段階（１０）が、
　前記セグメントを周波数のサブバンドに分割する段階（１２）と、
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　各サブバンドについて位相及び利得の不整合を推定し、これらの推定値を重み係数とす
る段階（１４）と、
を含み、
　前記位相及び利得の不整合を決定する段階（１０）が、前記サブバンドの推定された位
相及び利得の不整合の計算によって行われることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記セグメントをサブバンドに分割する段階（１２）が、フーリエ変換を実行する段階
を含み、前記フーリエ変換の各サンプルがサブバンドであることを特徴とする請求項３に
記載の方法。
【請求項５】
　前記セグメントをサブバンドに分割する段階（１２）が、前記セグメントの周波数スペ
クトルを分割してサブバンドを形成する段階を含むことを特徴とする請求項３に記載の方
法。
【請求項６】
　前記信号を分割する段階（１２）は、複合フィルタで前記信号をフィルタ処理する段階
を含み、１つのサブバンドが１つのフィルタ処理信号に対応することを特徴とする請求項
５に記載の方法。
【請求項７】
　前記セグメントについて位相及び利得の不整合を決定する段階（２０）が、前記セグメ
ントにわたって前記推定されたサブバンドの位相又は利得の不整合（Ｍｉ）の中間（Ｍ）
値を計算する段階を含む請求項３から６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記セグメントについて前記位相又は利得の不整合を決定する段階（２０）が、前記信
号の可能性の低い周波数値を削除するように前記重み係数を設定する段階を含む請求項１
から７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　ベースバンドデジタル信号を受信する方法であって、
　請求項１乃至８のいずれか１項による前記ベースバンドデジタル信号の位相及び利得の
不整合を推定する段階（２０）と、
　以前に決定された位相及び利得の不整合に従って前記バースバンド信号を修正する段階
（３０）と、
を含む方法。
【請求項１０】
　前記推定段階（２０）は、前記ベースバンド信号の１つのセグメントにわたり周期的に
行われ、前記方法は更に、以前に決定された前記セグメントの位相及び利得の不整合を使
用して推定時間にわたって前記ベースバンド信号を修正する段階（３０）を更に含むこと
を特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　推定段階（２０）及び修正段階が、前記ベースバンドデジタル信号の処理中に連続して
行われる請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　プロセッサ可読媒体に記憶され、プロセッサによって実行されたときに前記プロセッサ
に、
　ベースバンドデジタル信号のセグメントの周波数値の尤度に応じて重み係数を決定させ
、
　前記重み係数を使用して前記セグメントの位相及び利得の不整合を決定させる、命令シ
ーケンスを有するプロセッサプログラムを含むことを特徴とする物品。
【請求項１３】
　デジタル信号受信器であって、
　類推信号をベースバンドデジタル信号に置き換えるための置き換えユニット（４０）と
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、
　前記ベースバンドデジタル信号の位相及び利得の不整合決定ユニット（６０）と、
　ベースバンドデジタル信号修正ユニット（７０）と、
を備え、
　前記位相及び利得の不整合決定ユニット（６０）が、
　　前記ベースバンドデジタル信号のセグメントの周波数値の尤度に応じて重み係数を決
定するための重み決定要素（６２）と、
　　前記重み係数を使用して前記セグメントの位相及び利得の不整合を決定するための位
相及び利得の不整合決定要素（６８）と、
を含むことを特徴とするデジタル信号受信器。
【請求項１４】
　前記重み決定要素（６２）は、
　前記セグメントの周波数スペクトルの値の尤度値を推定するための推定構成要素と、
　前記尤度値に応じて重み係数を形成するような係数を決定するための適応フィルタ係数
決定構成要素と、
を備え、
　前記位相及び利得の不整合決定要素（６８）が、
　　前記係数で前記セグメントをフィルタ処理するための適応フィルタと、
　　前記フィルタ処理されたセグメントにわたり前記位相及び利得の不整合を推定するた
めの位相及び利得の不整合推定構成要素と、
を含むことを特徴とする請求項１３に記載のデジタル信号受信器。
【請求項１５】
　前記重み決定要素（６２）が、
　前記セグメントを周波数のサブバンドに分割するための分割構成要素（６４）と、
　各サブバンドの位相及び利得の不整合を推定し、該推定値を重み係数とする位相及び利
得の不整合推定構成要素（６６）と、
を含み、
　前記位相及び利得の不整合決定要素（６８）が、前記サブバンドの推定された位相及び
利得の不整合を計算して、前記セグメントの位相及び利得の不整合を提供することを特徴
とする請求項１３に記載のデジタル信号受信器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に同一チャネル信号の場合の位相及び利得の不整合の推定に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＯＦＤＭ又はＣＯＦＤＭは、使用可能な送信チャネル帯域幅が、互いに重なり合い且つ
直交する幾つかの離散的チャネル又はキャリアに細分される多重キャリア変調技術である
。データは、予め決められた持続時間を有し、ある数の搬送周波数を含む符号形式で送信
される。これらのＯＦＤＭ又はＣＯＦＤＭ符号キャリアで送信されたデータは、従来の方
式を使用して振幅及び／又は位相で符号化及び変調することができる。
【０００３】
　過酷な環境及び特に移動体環境では、受信信号は信号劣化を受け、特に同一チャネル受
信にかけられ、すなわち、同じチャネルで送信された他の信号に起因する周波数異常とも
呼ばれるスプリアス周波数雑音を受ける。
【０００４】
　公知のデバイスでは、受信信号は、ベースバンドデジタル信号に変換される。これらの
動作は、類推フロントエンドチューナーによる従来の方法で行われる。次に、信号が処理
され、今後の補償のために位相及び利得の不整合を推定する。
【０００５】
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　しかしながら、公知のデバイスでは、同一チャネル信号は扱われず、従って位相及び利
得の不整合の推定は偏ったものとなり、推定が不正確になり、従って修正が不正確なもの
となる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従って、特に同一チャネル条件下で推定品質を向上させるためにベースバンドデジタル
信号の位相及び利得の不整合を推定するための新しい方法及び対応する装置を開発するこ
とが望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　これに伴い、本発明の目的は、請求項１に記載されるように、ベースバンドデジタル信
号に対する位相及び利得の不整合の推定方法の改善を提供することである。この方法はま
た、請求項９に記載されるような、ベースバンドデジタル信号を受信する場合に位相及び
利得の不整合を修正する段階を提供する。
【０００８】
　上記において、本方法は、信号の周波数スペクトルにおける周波数異常が検出され重み
付けされた同一チャネル条件をより効率的に処理する。従って、推定は偏ることがなく、
その結果、更なる修正が有意に改善される。
【０００９】
　本方法の他の特徴及び利点は、従属請求項に記載されている。
【００１０】
　更に、本発明は、請求項１２及び１３に記載されるように、本発明の方法に従って位相
及び利得の不整合の推定を行うように適合された物品及びデジタル信号受信器に関する。
【００１１】
　受信器の他の特徴は更に、従属請求項に記載される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明のこれら及び他の態様は、以下の説明並びに図面から明らかになるであろう。
【００１３】
　図１を参照すると、デジタルベースバンド信号を受信するための方法が示されている。
ＯＦＤＭ又はＣＯＦＤＭ信号に対応する類推信号は、ステップ２で受信される。実施例で
は、受信信号の周波数スペクトルは、同じチャネルで送信され本明細書では同一チャネル
信号と呼ばれる他の信号に起因する異常を含む。
【００１４】
　次いで受信信号は、例えば、サブステップ６における信号のフィルタ処理、その後サブ
ステップ８におけるフィルタ処理信号の増幅、及びサブステップ９における信号のベース
バンドデジタル信号への変換を含むステップ４で処理される。
【００１５】
　従って、ステップ２及び４は、ＯＦＤＭ又はＣＯＦＤＭ信号の符号に対応するベースバ
ンドデジタル信号を従来の方法で供給するように適合されている。
【００１６】
　その後、本方法は、ステップ１０でベースバンドデジタル信号の周波数値の尤度に応じ
て重み係数を決定することによって続く。ベースバンドデジタル信号は、実施例ではノル
ムで定められた周波数スペクトルの予め決められたタイプを有するはずである。従って、
周波数値の尤度は、受信信号の周波数スペクトルタイプと放射信号の予め決められた周波
数スペクトルタイプとの間の整合の推定である。
【００１７】
　説明される実施例においては、ステップ１０は、図２Ａで表わされるようにサブステッ
プ１２において、前記ベースバンドデジタル信号のセグメントの周波数でのサブバンドへ
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の分割を含み、図２Ａの曲線Ｆは、文字Ｎによって識別されるスプリアス雑音を有する信
号の周波数スペクトルである。この分割は、例えば、複合フィルタで信号を数回フィルタ
処理することによって行われ、１つのサブバンドがフィルタ処理信号に対応する。従って
、分割は、フィルタ処理の幾つかのステップを含み、これらの各々は、信号の１つのサブ
バンドを供給する。各サブバンドの帯域幅は、使用されるフィルタ及びサブバンドの望ま
しい数に応じて決まる。
【００１８】
　ステップ１０は、サブステップ１４でのサブバンドの各々についての位相及び利得の不
整合を推定することに続き、これらの推定は従来の方法で行われる。
【００１９】
　このサブステップ１４は、例えば利得不整合の推定を供給するために信号出力の実数部
分と虚数部分との比を各サブバンドについて計算する段階を含む。説明される実施形態で
は、サブステップ１４はまた、図２Ｂに表わされるような位相不整合の湾曲部に正比例す
る値を供給するために、予め決められた時間に信号の実数部分と虚数部分との間の各サブ
バンドについての修正を計算する段階を含み、ｍ１で示される各点は、１つのサブバンド
の推定された位相不整合である。
【００２０】
　更に位相及び利得の不整合の値を供給するために、これらの推定は、各サブバンドに対
しての受信信号の周波数値の尤度を示す。利得と位相の不整合の推定値が近傍の値と極め
て異なる場合、これは、対応するサブバンドの周波数値の尤度が低いことを示している。
【００２１】
　その後、本方法は、ステップ２０で受信信号の周波数値の尤度の推定値及び指示のよう
に、サブバンドの推定された位相及び利得の不整合を使用してセグメント全体についての
位相及び利得の不整合を決定する段階を含む。
【００２２】
　この決定は、サブバンドに対して計算された推定の全てについて利得及び位相の不整合
の最確値を供給するために行われる。例えば、この決定は、Ｍとして示される位相不整合
の決定について図２Ｂで表わされるように、セグメントに対して位相及び利得の不整合の
推定を供給するためにサブバンドの位相及び利得の不整合の推定値の間でそれぞれ中間値
を計算する段階を含む。
【００２３】
　別の実施形態では、全セグメントに対しての位相及び利得の不整合の決定は、ある時間
期間にわたって、セグメント全体の推定されたサブバンドの位相及び／又は利得の不整合
をそれぞれ平均化する段階を含む。
【００２４】
　有利には、セグメントに対して位相及び利得の不整合を計算する前に、可能性の低い推
定値は削除される。
【００２５】
　例えば位相及び／又は利得について、中間値に中心を持つ予め決められた許容範囲外の
値は、可能性の低い値として廃棄される。
【００２６】
　従って、ステップ２０の終わりに、本方法は、ベースバンドデジタル信号のセグメント
に対して信号の周波数値の尤度を考慮に入れて実現される場合に偏らない位相及び利得の
不整合の推定を供給する。これに伴い、同一チャネルが検出され、これらの影響は、セグ
メント全体で制限される。
【００２７】
　説明される実施形態では、本方法は、ステップ３０で決定された位相及び利得の不整合
に従ってベースバンド信号を修正することで続く。更に正確には、推定は、ベースバンド
信号の１つのセグメント全体で周期的に行われ、ベースバンド信号の修正は、１つのセグ
メントに対して決定された位相及び利得の不整合を使用して推定期間全体で行われる。す
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なわち、ステップ２０は、受信信号で生じる可能性がある変化を一致させるために、環境
に適合した速度で単に周期的に行われる。
【００２８】
　別の実施形態では、位相及び利得の不整合の推定は、ベースバンド信号のリアルタイム
の修正を実行するために継続的に行われる。
【００２９】
　ここで図３を参照すると、デジタル信号受信器４０が示されている。この受信器は、ア
ンテナ４２に接続された類推フロントエンド４１を備え、該類推フロントエンド４１は、
例えばチューナー４４、フィルタ４６、及びコンバータ５０に接続されここには表示され
ていない自動利得制御ユニットによって制御される増幅器４８を含む。
【００３０】
　類推フロントエンド４１の出力は、位相及び利得の不整合推定ユニット６０に送信され
るベースバンドデジタル信号である。このユニット６０は、受信信号の周波数値の尤度に
応じて重み係数を決定する重み決定要素６２を含む。この素子６２は、前記ベースバンド
デジタル信号の１つのセグメントを幾つかのバンドに分割する分割構成要素６４を含む。
説明される実施形態では、この分割構成要素６４は、幾つかの複合フィルタを含み、信号
を数回フィルタ処理し、各フィルタ処理は１つのサブバンドを提供する。
【００３１】
　素子６２はまた、各サブバンドの位相及び利得の不整合を連続して推定するために分割
構成要素６４に接続された位相及び利得の不整合推定構成要素６６を含む。従って、素子
６２は、上述された方法のステップ１０を行う。これらの推定値は、受信信号の対応する
サブバンド周波数値の尤度を表わす。
【００３２】
　更にユニット６０は、位相及び利得の不整合決定要素６８を備え、受信信号の周波数値
の尤度のインジケータなどのように、構成要素６６によって提供されるサブバンドの推定
された位相及び利得の不整合を使用して受信信号の処理セグメントについての位相及び利
得の不整合を決定する。
【００３３】
　従って、素子６８は、図１で上述された方法のステップ２０を実行し、位相及び利得の
不整合の偏りのない推定を供給するように適合されている。
【００３４】
　類推フロントエンド４１の出力はまた、ベースバンドデジタル信号修正ユニット７０に
接続され、該ベースバンドデジタル信号修正ユニット７０はまたユニット６０に接続され
、位相及び利得の不整合の推定を受け取る。ユニット７０は、従来の方式でベースバンド
デジタル信号を修正するように適合されている。
【００３５】
　種々の実施形態に応じて、ユニット６０は、推定時間にわたり位相及び利得の不整合の
推定を周期的に供給するか、或いはリアルタイムの推定を連続して実行することが可能で
ある。
【００３６】
　説明される実施形態では、デジタル信号受信器は、デジタルテレビセット、或いは無線
電話、携帯情報端末、又はラップトップなどの無線移動デバイスの一部である。
【００３７】
　本発明の方法の他の実施形態も可能である。
【００３８】
　例えば、信号のセグメントを分割する段階がセグメントの周波数スペクトルをサブバン
ドに分割する段階を含む上述の実施形態と比較すると、本方法の実施形態は、フーリエ変
換を実行する段階を含み、フーリエ変換の各サンプルは、位相及び利得の不整合の推定が
行われるセグメントのサブバンドである基本サンプルである。
【００３９】
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　このような実施形態では、フーリエ変換から得られた基本サブバンドで推定が実現され
るので、推定がより正確なものとなる。
【００４０】
　別の実施形態では、重み係数を決定する段階は、セグメントの周波数値の尤度値を直接
推定する段階と、次いで、重み係数である適応フィルタ係数を前記尤度値に応じて決定す
る段階とを含む。このような場合、セグメントの位相及び利得の不整合を推定する段階は
、前記適応フィルタ係数でサンプルをフィルタ処理する段階と、フィルタ処理されたセグ
メントの位相及び利得の不整合を推定する段階とを含む。
【００４１】
　本発明の方法のこの実施形態を実行するように適合されたデジタル信号受信器は、重み
係数決定要素内で、セグメントの周波数値の尤度値を推定するための推定構成要素と、こ
のような係数を決定するための適応フィルタ係数決定構成要素とを含む。位相及び利得の
不整合決定要素は、前記係数でベースバンドデジタル信号のセグメントをフィルタ処理す
るための適応フィルタと、前記フィルタ処理されたセグメント全体の位相及び利得の不整
合を推定するための位相及び利得の不整合推定構成要素とを含む。
【００４２】
　他の多くの付加的な実施形態が可能である。例えば、本発明の方法は、プロセッサ可読
媒体に記憶された命令シーケンスを有するプロセッサプログラムによって実行され、プロ
セッサに受信信号の周波数値の尤度に応じて重み係数を決定させ、前記重み係数を使用し
て受信信号の処理セグメントに対して位相及び利得の不整合を決定させる。このプロセッ
サプログラムは、例えばコンピュータ、ラップトップ、携帯電話、テレビデコーダ、テレ
ビセット、又は同様のもののような何らかの種類の物品に統合することができる。
【００４３】
　説明された受信器及びプログラムは勿論、上述の方法を行うように適合することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明による方法の第１の実施形態を示すフローチャートである。
【図２】図２Ａ及び図２Ｂはステップ１で説明されるような方法による種々の値を表わす
図である。
【図３】本発明によるデジタル信号受信器を示す概略図である。
【符号の説明】
【００４５】
　４０　デジタル信号受信器
　４１　類推フロントエンド
　４２　アンテナ
　４４　チューナー
　４６　フィルタ
　４８　増幅器
　５０　コンバータ
　６０　位相及び利得の不整合推定ユニット
　６２　重み決定要素
　６４　分割構成要素
　６６　位相及び利得の不整合推定構成要素
　６８　位相及び利得の不整合決定要素
　７０　ベースバンドデジタル信号修正ユニット
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